
日本共産党の市民アンケートにご協力ありがとうございました

みなさんの声を市政にとどけます
　日本共産党横浜市会議員団が４月中旬から実施した市民アンケートの回答が、１０月

末までに９６０３通寄せられました。６月末までに回答のあった９３２４通の結果について、

ご報告いたします。

　回答者で一番多かったのは７０歳代以上ですが、３０歳代以下からの

回答も１６％を占めています。

　男女比は、全体ではほぼ同数でしたが、若い人では女性が、高齢

者では男性が多い傾向がみられました。
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回答者はこんな人たち

　年齢別にみると、くら

し向きが以前と比べて悪

くなったと感じている人

は、４０・５０歳代では６２％

にのぼっており、これら

の年齢層は市政に対して

も６２％が不満を持ってい

ます。

　子どもの教育費や住宅

ローンなどを抱えた世代

のくらしが悪くなってい

ることがうかがえます。

５割が「くらし向き悪くなった」
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「市政に不満」

　回答がよせられ

た４～６月の完全

失業率は５.０～５.４

％ですが、結果か

らはもっと厳しい

雇用情勢が浮かん

できます。

　特に、５０歳代以

下では回答者のま

わりの４割に、雇

い止め・解雇が起

きています。
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雇い止めが身近で３割も

　仕事上困っていることは、５０歳代

までは「賃金が安い」が最も多くな

っていますが、６０歳代以上では「仕

事がない」の方が多くなっています。

　「長期間労働」「サービス残業」「休

暇がとれない」は、３０歳代では２０％

以上、４０・５０歳代では１８から１９％と

なっています。

　この結果から、安い給料で休む間もなく忙しい人がいる反面、仕事がない

人も多いという２極性が生じていることがわかります。
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仕事がない一方で、安い賃金で長時間労働
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市長に2010年度予算要望書を提出
　日本共産党横浜市会議員団は、市民アンケートの回答や、各界・各層の方々

との懇談会で出された要望などをもとに「２０１０年度横浜市の予算編成に対す

る日本共産党の重点要望」をまとめ、１１月２日、林文子市長に提出しました。

　林市長は、「全区役所をまわり、現場を直にみてきた。子育て、福祉につ

いてのお約束は必ず実行する」と述べるとともに「お金をつくり出す手段に

ついて、議員のみなさんにご相談していきたい」と応えました。

日本共産党横浜市会議員団の　　　　　　　　

無料法律相談（弁護士が対応します）
市政、法律、交通事故、年金、金融、土地、住宅、教育、その他

●毎週水曜日午後１時30分～３時
●市役所内日本共産党議員控室
●連絡先　TEL045（671）3032

要予約

　このアンケートは、アンケート用紙に受取人払いの返信用封筒を付けて、横浜市内の住宅ポ
スト、駅前や街頭などで約７５万枚を配布したものです。なお、アンケートでは年齢を６区分に
分けましたが、今回の報告では４区分にまとめて集計しました。
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問　 横浜市政や県政・国政の施策のなかで充実してほしいものはな
んですか。この中からいくつでも選んでください。

1  介護保険料・介護利用料の引き下げ 52.7%
2 国民健康保険料の引き下げ 51.1%
3 各種税金の軽減策の拡充 44.5%
4 救急医療など身近な医療機関の充実 42.9%
5 特別養護老人ホームの増設 40.2%
6 失業者への生活・住宅・再就職支援 33.8%
7 小児医療費を小学校卒業まで無料化 32.7%
8 保育所の増設と入所待機児の解消 31.9%
9 お産のできる病院の増設 31.7%
10 防犯対策の強化 31.1%
11 緑の保全 30.3%
12 敬老パスの負担軽減・利用範囲の拡大 29.9%
13 市営住宅・高齢者住宅の整備 27.8%
14 障がい者福祉・医療の充実 27.1%
15 ごみの不法投棄対策の強化 26.6%
16 中学校給食の実施 25.3%
17 地震・集中豪雨などの災害対策 24.5%
18 交通不便地域でのバス路線の拡充 23.8%
19 ごみの収集回数の増加 21.8%
20 企業へのCO2等の排出規制 20.4%
21 魅力ある地域商店街づくり支援 19.9%
22 駅舎などのバリアフリー化 19.6%
23 自然エネルギー利用への補助充実 19.5%
24 地産地消の推進 19.5%
25 幼稚園児世帯への補助増額 19.4%
26 学童保育の助成拡充と増設 19.0%
27 生活道路の補修・整備 18.5%
28 中小企業等への融資制度の拡充 18.5%
29 雇用・営業相談窓口の増設 17.8%
30 少人数学級など教育の充実 16.9%
31 図書館の増設 12.8%
32 行政サービスコーナーの増設 11.0%
33 不明 6.7%
34 その他 5.5％

　全体では介護保険料・利用料と国民健康保険料の引き下げ、各種税

金の軽減策の充実がトップ３で、次いで、福祉・医療、失業者対策、

子育て施策の充実が上位に入っています。

　この結果から、若い世代が家庭を持ち、子どもが誕生・成長する一

方で、親の介護、自身の退職、高齢化という人生の流れに従って、子

育て支援・教育への要求から、介護などの高齢化福祉へと要求が移っ

ていくことがわかります。

　また、失業者対策はどの年齢層でもトップ１０に入っており、雇用問題

が社会全体に影響を及ぼしていることがうかがえます。中学校給食の

実施が３０歳代以下、４０・５０歳代でそれぞれ６番目、７番目、緑の保全が４０

・５０歳代を除く他の年齢層でトップ１０に入っているのも特徴的です。

３月に子どもが生まれ
た。安月給なのに家賃・
保育料が高すぎる。

（30歳代男性）

パート・派遣から解雇
が始まった。先々の不
安が目の前に迫ってき
ている感じです。

（40歳代女性）

中田市長（当時）は市民
の声を聞く耳持ってい
ない。敬老祝い金の復
活を。生きるための食
費等たいへん。

（80歳代男性）

福祉施策が不備。開港
150周年のような予算
に使うなら、他にまわ
してほしい。

（60歳代女性）

　今回のアンケートの回収率は配布数の１.３％と、過去の実績を２～
３倍上回り、予想以上に高いものでした。
　１万人近くの市民が日本共産党にアンケートの回答をお寄せくださ
ったこと、２割を超える人が住所・氏名を記入し、約半数の人が自由

記入欄に記入してくださったことは、市民の思いや願い、怒りが予想
をはるかに超えた強いものであったことを示していると思います。
　日本共産党横浜市会議員団は、アンケートによせられた市民のみな
さんの切実な願いに応えられるよう、全力でがんばります。

市民の切実な願いは
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みなさんの願い実現に力を尽くします

日本共産党
横浜市会議員団

保険料
税金等軽減、福祉・雇用・子育て充実
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